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はじめに 

• JSTが行っている事業の成果を広く専門外の方々に伝える
ための「文章力 」をJST職員に身につけていただくのがこ
の講座の狙いです。これまでに行われた例では 

– 鳥井先生 「伝わる日本語文章」を考える 

– 佐藤(年)先生 「科学を伝える心得１３か条」 

– 浅羽先生 「日常の文章作業を考える」 

– 小岩井先生 「記憶に残ってもらうのが一つだけあればよい」 

– 小野先生 「実践にみる作文技術」 

• 私は前座として文章力以前の心構えである「受け手の立
場に立とう」という話をします。 
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JSTからの発信の受け手とは？ 

• 事業によって異なるステークホルダー 

–戦略創造・産学連携 

• 研究者、研究機関、学界、産業界、地域、メディア、国民 

–理数支援・科学コミュニケーション 

• 教員、教育機関、教育産業、地域、メディア、国民 

–情報事業 

• 研究者、研究機関、情報産業、メディア、国民 

• 同じことを伝えるにも相手によって、表現や内容
を変えなければなりません 
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研究機関からの発表は 
受け手の立場に立っているでしょうか 

• テラヘルツ光で電気分極の量子波の観測に成功～電子型有機誘電体
における新しい準粒子の発見と光増殖効果～ 
(平成２５年2月19日 東北大 /NICT/JST) 

• 太陽電池用の擬似単結晶シリコンインゴットの育成に成功 
—結晶粒界エンジニアリングによる多結晶化要因の克服— 
(平成２５年１月３０日 東北大 /JST) 

• 究極の接合構造を有する高分子材料の合成と電荷分離機構の解明に
成功(平成２５年１月29日 分子研) 

• バクテリアの抗生物質適応能を高めるパーシスタンス現象の解明進む
～７０年信じられた定説を覆す確率的遺伝子発現による適応～ 
(平成２５年１月４日 東大/JST) 

• 複雑な代謝反応ネットワークを実測データだけから推定する手法を開発
—未知の代謝経路を理論的に探索することが可能に— 
(平成２５年１月１1日 理研/九大/JST) 
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数年前のJST発の発信は(2010) 
感動が伝わらない 

• 抗体の親和性を高める新しい方法を開発（抗原キャリア複合体を
用いずに、低分子認識抗体による検出性能を飛躍的に向上） 

• てんかん発症の鍵となるタンパク質複合体の働きを解明―特発性
部分てんかんの発症メカニズムの理解へ― 

• 体の左右非対称性をもたらす繊毛の回転運動、その仕組みを解
明 

• ナノ・材料 冷却原子気体の普遍的な熱力学関数の決定に成功
（高温超伝導などの理解を進める） 

• 粘菌の輸送ネットワークから都市構造の設計理論を構築―都市
間を結ぶ最適な道路・鉄道網の法則確立に期待― 

 

文章力 
講  座 



JSTからの発信はわかりやすくなりましたが、 
感動は伝わっていますか？ 

• 空腹状態になると記憶力があがる仕組みを発見 
(25年1月25日JST/都医研) 

• 骨粗鬆症やがん転移に関与する分子モーターの回転の
仕組みを解明—明らかになった構造と動作原理に基づいた治
療薬の開発が可能に— 
(25年1月14日千葉大/JST/理研) 

• すい臓のないブタに健常ブタ由来のすい臓を再生するこ
とに成功 
(25年2月19日JST/東大/明大) 

• １つの光子が複数の励起子を生成する過程を解明—量子
ドットＭＥＧ型太陽電池の実現に期待—(24年6月26日JST/電通大) 
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原稿はどう変わったか 
冨岡研究者の場合を例に 

タイトル（素案） 

トランジスタの理論限界を突破 
－モバイル機器の使用時間が10倍
に。夢の省エネデバイスに期待－ 

 

タイトル（最終稿） 

 トランジスターの理論限界を突破 
次世代省エネデバイス実現へ 

ポイント 

• スイッチング特性の良さを示すサブスレッショ
ルド係数で世界最小の２１ｍＶ／桁を達成 

• 現在の半導体集積回路に比べ回路全体で
消費電力を１０分の１以下に低減が可能 

• デジタル家電の待機電力を大幅カット、モバ
イル機器電池の消耗を半分に低減する夢の
省エネデバイスへ道 

 

タイトルは簡潔にしてポイント 
で説明を補っている 



原稿はどう変わったか 
冨岡研究者の場合を例に 

導入（素案） 
ＪＳＴの目的基礎研究事業の一環として、
「革新的次世代デバイスを目指す材料と
プロセス」領域専任研究者の冨岡 克広ら
は、半導体中のトンネル現象注１）を用いる
ことで従来のトランジスタの理論限界を大
きく下回る低消費電力スイッチ素子の開
発に成功しました。通常、トランジスタは
スイッチに、電子（正孔）の拡散現象が支
配的な電流を使っていました。冨岡らの
研究では、微細な半導体ナノ構造の界面
で発生するトンネル現象で生じる電流を
スイッチに利用することで、トランジスタ原
理の限界を突破するスイッチ素子を開発
しました。このスイッチ素子はあらゆる電
子機器の省エネルギー技術へ応用でき
ます。 
 

導入（最終稿） 
ＪＳＴ  課題達成型基礎研究の一環として、
ＪＳＴ さきがけ専任研究者の冨岡 克広、北
海道大学 大学院情報科学研究科の福井 
孝志 教授らは、半導体中のトンネル効果
注１）を用いることで、従来のトランジスター
（電子の流れを電圧で制御してオンオフす
るスイッチ素子） の理論限界を大きく下回
る低消費電力トランジスターの開発に成功
しました。この素子はあらゆる電子機器の
省エネルギー技術へ応用できます。  

 



原稿はどう変わったか 
冨岡研究者の場合を例に 

背景説明（素案） 
パソコンのLSIやマイクロプロセッサなどで使われて

いる半導体集積回路は、構成要素のトランジスタ
を小さくし集積度（トランジスタの数）を増やすこと
で、性能を高めてきました。トランジスタの数を増
やすと、集積回路の消費電力は増えます。また、ト
ランジスタを小さくすると、スイッチに使用しない電
流が漏れ出すリーク電流が大きくなり、スイッチを
使用しないときにも電力を使います。そのため半
導体集積回路の消費電力は大幅に増えています。
また、現在のマイクロプロセッサのチップ当たりの
電力密度は、原子炉の発熱量に相当するエネル
ギーを消費しているため、熱的にトランジスタの動
作不良を引き起こす原因となっています。これらを
回避するためには、トランジスタの駆動電圧を下
げる方法が有効です。そのため、トランジスタ構造
を平面から立体的な構造にすることにより低減す
る方法が現在行われています。 

背景説明（最終稿） 
パソコンのＬＳＩやマイクロプロセッサなどで使われ
ている半導体集積回路は、基礎となるトランジス
ターを小さくし、集積度を高めることで、高性能化、
低消費電力化、低コスト化を実現してきました。し
かし、近年、低消費電力化が頭打ちになり、半導
体回路内の消費電力が大幅に増えています。低
消費電力化の妨げになっているのはスイッチに
利用しない電流が漏れ出すリーク電流と、トラン
ジスターのサブスレッショルド係数注２）に理論的な
限界（６０ｍＶ／桁）があるためです。これまでのト
ランジスターのサブスレッショルド係数は６０～１０
０ｍＶ／桁でした。 

余計なことを長々書きすぎ 



原稿はどう変わったか 
冨岡研究者の場合を例に 

核心部分（素案） 
集積回路の低電力化には、一つ一つのトランジ
スタの駆動電圧を小さくすることが有効です。駆
動電圧を小さくするためには、サブスレッショルド
係数注１）を小さくすることが必要ですが、トランジ
スタは、電子の拡散現象で生じる電流を使ってい
るため、サブスレッショルド係数には、理論的な限
界がありました。従来のトランジスタを集積回路
に使用する限り、この理論限界によって、低電力
化は常に阻まれることになります。今回開発され
たスイッチ素子は、電子のトンネル現象で生じる
電流を使っているため、従来のサブスレッショル
ド係数の理論限界を突破し、低電圧で駆動する
新しいスイッチ素子であり、従来のトランジスタ技
術の生産性を損なうことなく開発することができ
ます。そのため、低消費電力スイッチ素子として
注目されます。 

核心部分（最終稿） 
本研究グループは、トランジスター構造を縦型に
し、ラップ上にゲート電極を作ることで、電流の
リークを抑えました。さらに、ナノメートルスケール
の結晶成長技術によってシリコンとインジウムヒ
素（ＩｎＡｓ）ナノワイヤ界面を形成し、その界面で
生じる電子のトンネル効果による電流をスイッチ
素子に使うことで、サブスレッショルド係数の理論
限界６０ｍＶ／桁を大幅に超える２１ｍＶ／桁を初
めて達成しました。この結晶成長技術を用いた界
面構造は、従来の不純物ドーピングや化合物半
導体などの手法における技術的なボトルネックを
回避できるため、本来のトンネルトランジスターが
示せる小さなサブスレッショルド係数を実現しまし
た。 

具体的に何をしたのかが書かれていない。 



新聞ではどう扱われたか？ 



原稿はどう変わったか 
私の「理科力をきたえるQ&A」を例に 

Ｑ： 金属はなぜよく熱を伝えるのですか。 
Ａ： 金属の自由電子が熱を運ぶからです。 

• 今、金属の棒があったとしましょう。棒の一方の端を高温にして他方を低
温にすると、熱は高温側から低温側に伝わります。物質の中を熱が伝
わる方法には２種類あります。 

• 一つは、物質を構成する原子を振動させ、その振動（フォノン）が波とし
て伝わるやりかたです。ダイヤモンドは現存する物質の中で最も熱をよく
伝える物質ですが、ダイヤモンドでの熱の伝わり方（熱伝導）は、フォノン
によるものです。 

• もう一つは、自由電子が熱をもらって高いエネルギー状態となり運動エ
ネルギーを得て温度の低い方に押し流されていくので熱が伝わります。
金属では自由電子による熱伝導とフォノンによる熱伝導の両方が働い
ていますが、絶縁体では自由電子がないのでフォノンによる熱伝導のみ
となります。  



編集者とのやりとりの後 



編集者コメント 



どう修正した？ 

 



おわりに 

• 成果発信は事業の一環！ 

• 磨け「感動を伝える」成果発信力！ 

• 伝えるために相手を知ろう 

• もて好奇心！ 

 


